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はじめに
16世紀の宗教改革 において印刷 ・出版業が果た した役割につ いては多
くの研 究がなされてきた1。しか し、改革思想の普及や思想家たちのネ ッ
トワーク形成 に印刷業が どの ように関わったかが明 らかにされる反面、当,
の印刷業者 が、宗教改革や、それに起 因する政治的変動に どのように対処
したかについては、史料上の制約 もあって まだ検討すべ き部分が残されて
い る。本稿 は、16世紀のヨー ロッパにおいて印刷業が繁栄 した有数の都
市 のひ とつであるアン トウェルペンをとりあげ、この都市の クリス トフ ・
プ ランタンの印刷工房 を具体例 とし、出版界が変化する政治状況に どのよ
うに対応 したのか を考察 しようとす るものである。明治大学図書館所蔵の
*ほ ん ま ・み な/明 治 大 学 文 学 研 究 科 博 士 後 期 課 程/史 学 専 攻(西 洋 史)
1L.フ ェ ー ブ ル,HJ.マ ル タ ン 、 長 谷 川 輝 夫 ほ か 訳 『書 物 の 出 現 』 上 下 、 ち くま 学 芸 文 庫 、
1998年;E.ア イ ゼ ン ス テ イ ン 、 別 宮 貞 徳 監 訳 『印 刷 革 命 』、 み す ず 書 房 、1987年;森 田 安
一 『ル タ ー の 首 引 き 猫 一 木 版 画 で 読 む 宗 教 改 革 』






『プランタン工房出版 目録』2と 『書簡集』3は、プランタ ン工房の出版活
動 を捉えるための最 も重要 な史料である。
プランタンは1550年にフランスか らアン トウェルペンに移住 し、1555
年 に印刷工房を設立 した。そ して1555年か ら89年の間に、アン トウェル
ペンとレイデンの工房か ら、約2000点(200万冊)4、一枚刷 りの印刷物を
加 えると約2500点もの印刷物 を出版 した。 これは当時の印刷工房 におけ
る発行部数の水準をはるか に超 える数であ り、産業革命 によって印刷業界
に機 械動力が導入 されるまでは、一人の人間が出版 できる分量 として これ
を超 える工房は現れていない5。それ と同時 に、プランタン工房の出版物
の質の高 さと取引の範囲の広 さも際立っていた。彼の工房 は当時の最高水
準の印刷技術 を誇 り、彼の情報収集力や企画力はアン トウェルペ ンの印刷
業界 を牽 引 したのであ る。当時、外交官 として低地地方 を訪れ、1567年
に 『全低地地方の記録』DescrittionedituttiiPaesiBa∬i6を著 したフィレ
ンツェ人R.グィ ッチャルディーニは、 アン トウェルペンの項 でプランタ
ン工房に言及 し、「この`ミューズ'の家では、印刷の仕事や関連 する作業




籍 番 号 を 付 す 。 尚 、 出 版 年 が[1556年 】 と 、 か っ こ 内 に 挿 入 さ れ て い れ ば 、[1556年 出 版 と
推 定]さ れ て い る こ と を 表 す)。 プ ラ ン タ ン の 出 版 物 に つ い て は 、 本 稿 末 尾 の 「出 版 分 類 表 」
を 参 照 さ れ た い 。 図 書 館 請 求 記 号 ・025/125〃D
3Rooses
,M.,CorrespondancedeChristoρhePlantin(8vols,reprintedbyKRAUSREPRINT,
Liechtenstein,1968),Antwerpen,1883(以下 、Corn)。尚 、 同 書 簡 集 の 補 遺VanDurme,M.,
Sttpple'mentalacorrespondancedeChristophePlantin,Anvers,1995も使 用 した(以 下 、Suppt.
Corn)。図 書 館 請 求 記 号 ・023/143〃D
41点 あ た りの 平 均 出 版 部 数 を1000冊 と して 計 算 し た 場 合 の 概 数 。 尚 、 プ ラ ン タ ン工 房 に






6初版 は1567年 に 、 ア ン トウ ェ ル ペ ンのW.シ ル ヴ ィ ウ ス の 工 房 か ら 出 版 さ れ た が 、1581






まず、 プランタンの大規模 な印刷活動の背景を探 ってみることとする。
アン トウェルペ ンは16世紀中葉のベルギーにお いて印刷業者 を最 も多 く
集 めてお り、その数は222人を数えた。 この時期の大学都市 レウヴェンの
印刷業者が47人 、ヘ ン ト29人、ブル ッへ19人、そ して首都 ブリュッセ
ルで は15人にとどまることから、アン トウェルペ ン出版業界の大 きさが
測れ よう8。国際商業都市 として有利 な条件 を具 えていたアン トウェルペ
ンでは、出版業者 は輸出向けの書籍印刷 に力 を注いでいた。ヘン トではそ
の出版点数417点の うち317点が、ブリュッセルで も366点の うち326点
が勅令の印刷であるように、地域 の行政文書に限定 され る性格 をもってい
たのに対 し、アン トウェルペ ン出版の書籍の多 くが広 くヨーロッパ市場 を
対象 としていた9。アン トウェルペンの この ような傾 向は出版に限 られた
ものではな く、絵画市場 にも指摘で きることであったlo。この都市 は、商
業網 を利用 し、資材 ・人材 ・財源を調達できる恵 まれた環境 にあったこと
か ら、書籍 ・絵画 ・版画 ・祭壇な どの工芸品 を自都市の有力産業 とするこ
とがで きたのである。
国際的な規模で書籍を販売 しようとす るアン トウェルペ ンの姿勢は、書
物 のデザイ ン面への配慮にも現れている。 アントウェルペ ン出版の書籍 の
体裁 は、16世紀に入 る と徐々にゴシック様式か らルネサ ンス的 な意 匠に
変 っていき、この世紀後半にその傾 向はますます強 まった。 フランス出身
のプランタンは、ゴシック体活字 を洗練度の低い もの として使用せず、フ
ランスか ら活字 を購入 していた。洗練 された フランス活字が アン トウェル
ペンに紹介 されてゆき、やがてアン トウェルペンのみならず フラン ドル都














は活字の製作 において も重要 な役割を担い、長 い間、この都市 の鋳造活字
が多 くの都市で使用 され続 けた。'
ち ょうどこの時期にアン トウェルペンでは、挿画 として銅版画が利用 さ
れ るようにな り、これが画像 による情報伝達 の効果を上 げることになっ
た。版画 には、木版 と銅版の2種 類の手法があ るが、それまでは書籍挿画
として専 ら木版が使用 され、銅版画 は一枚画 として購入 されていた。木版
は凸版 であ り、活字 と一緒に組んで同時に刷 ることが可能だが、銅版は凹
版であるため本 と別刷 にせ ざるを得ず、このこ とが印刷職人に特別 の作業
を要求 した上、印刷 の速度 が落ちたか らである。銅版の書籍 への使用 は、
技術的 ・金銭 的困難 を伴 ったが、銅版 には木版 では不可能 なニュアンス と
微妙 な明暗を出す とい う利点があった。 プランタンは、銅版画 を挿画 と
して使用 した最初の印刷業者のひ とりであった12。彼は、 ヒエ ロニムス ・
コックやその工房で働 く芸術家 と日常的に交流 していたか ら、自分が刊行
する特定の書物には銅版刷 りの図版 を添 える、とい う方針を早 くか ら取 り
入れ、ペーテル ・ファン ・デン ・ボル フ ト、ホイス兄弟、ウィー リクス兄
弟な ど、アン トウェルペン派の版画家 に作品を依頼 した13。1566年、プラ
ンタンは、 ヴェサ リウス とヴァルヴェルダの医学論文 『図説人体解剖学』
Vivaeimaginespartiumcorporishumanii4に42枚の銅版画を載せて出版 し




額を見てみよう。彼 はアン トウェルペンの書籍業者 に約3,640フロリン分
の書籍 を渡 し、これ を含 めた低地地方全体の販売総額は、約7,480フロ リ
ン(fi.)である。他方、外国向け書籍の販売金額総計 は、およそ8,850fl.に
上 り、 この内訳 は、 ドイツ4,040fl.、フランス3,480fl.、イギリス1,060fl.、
そしてイタ リア260fl.分になってお り、プランタン工房が外国市場 に向 け
た活動 を展開 してい る様子が見 て取れ る15。この傾 向は、スペイン王室 と
12フェ ー ブ ル




,TheGotdenCompasses.v.2,pp.470-481.ここ に顧 客 納 入 分 は 含 ま れ て い な い が 、 主
に 低 地 地 方 の 顧 客 に 対 して 約900フ ロ リ ン 分 を 納 め て い る 。 こ の よ う な 個 人 的 な 取 引 は 、 プ
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の契約 に基づ いて膨大 な部数 の教会用書籍 をスペイ ンに納品す るこ とに
なったことか ら、その後、さらに強 まることになる。 プランタンの出版物
の販路は、ヨーロッパ隣国に留 まらず、北部 アフリカ16、さらにスペイン
を経 由して南米 にも達 している。 このような大規模 な出版活動は、工房の
印刷技術、彼 の交渉力や交友関係の広 さとい う個人的な資質に負 う部分 も
大 きいが17、特 にアン トウェルペンがもつ立地条件が強 く作用 した と言え
よう。
プランタンは、34年間の活動期を通 じて、聖書を始め とする宗教書、人
文書 、法文書、実用書など多種多様な内容の書籍 を出版 したが(末尾 「出
版分類表」参照)、人文主義的な著作 は、各国の知識人を対象 とす ること
か ら特 に国際的な市場での販売に適 していた。16世紀後期の低地地方 を
代表する人文主義者J.リプシウス18やA.オルテ リウスは、 プランタンと
の交友関係か ら、彼 らの著書のほとん どをプランタン工房か ら出版 した。
リプシウスは、古典や古典学 に関す る論考を数多 く出 しているが19、彼 の
『恒心論』DeConstantialibriduo,leiden,158420は当時多 くの読者を獲得
し、1584～1783年の間に、 オランダ語、仏語、独語、ポーラン ド語で約
50版を重ねた。地図製作者オルテ リウス も、有名 な世界地図 『世界 の舞
台』Theatrumorbisterrarum,157921をプランタン工房か ら出版 したが、彼
らの著作が ヨーロッパ 中で受 け入れ られてい く過程 に、プランタン工房の
もつ取 引網の果た した役割 は小 さ くない。
だがなん と言 って もプランタン工房の名声を高 めたのは、『多言語対訳
聖書』22である。 プランタンは早 くか ら、人文主義の成果の集大成 とも言
える多言語聖書の印刷 を企画 していたが、フェ リペ2世 の秘書であるG.
ラン タ ンの人 脈 を築 く上 で重 要 な役 割 を果 た した 。
i6PlantinPress.,649;Corn,1,no.74(1567年8月5日、ニ ク ラエ ス宛 て).プラ ンタ ンは、北
部 ア フ リカ のユ ダ ヤ人 コ ミュニ テ ィに 向 けて 「片 面 印刷 の 四つ 折版 ヘ ブラ イ語 聖書200冊 」
を送 付 して い る。
17拙稿 「宗 教改 革 期 ア ン トウ ェル ペ ンの印 刷業 をめ ぐる一 考 察 一 プ ラ ンタ ン印刷 工房 を事
例 に 一」 『明治 大 学文 学 研究 論 集』 第20号(2004年)、pp.129-148を参 照。
18リプ シ ウス は アルバ 公 の統 治 を避 けて ドイ ツに滞 在 して い たが 、1575年に低地地 方 に戻






セイヤスの仲介 によって、1568年に王の財政援助を受 けることに成功 し
た。学術面での顧問 として王付 き司教 アリアス ・モンタヌスが プランタン
工房 に派遣 され、5言語(ラテン語、ギリシア語 ・ヘブライ語 ・シリア語 ・
カルデア語(ア ラム語))による聖書8巻(テ クス ト5巻 と、注釈 と文法解
説 ・辞書3巻)を 印刷す るこ とに決定 した。カルデア語 とシ リア語のテク
ス トは、学術的に特 に価値の高 いものであ り23、多数の人文主義者の協力
を得て、1572年に一応 の完成 をみた。 出版部数 としては1200部と控えめ
であ るものの、本文ページ数が720万ページにも及ぶ この大事業が、プラ
ンタンの学匠出版者 としての立場 を確かなもの としたのである。
プランタンは、印刷工房 を開 く際にアン トウェルペンを選 んだ理 由を、
ここ以上 に印刷 出版業 に適 した土地は他 に見出せ ないか らだ と述べてい
る24。この言葉 を裏付 けるように、プランタンは、アン トウェルペ ンの も
つ利点を出版活動 に最大限に利用 した。 しか し同時に、彼の活動期は、カ
ルヴィニズムの浸透期、そ してスペインへの反乱期 と重なっていた。彼 は
この2つ の社会情勢の変化 に対 して、どの ような態度で出版活動に臨んで
いたのだろうか。次 にこの点を考慮 してゆ くこととす る。
2宗 教改革と出版業
アン トウェルペ ンの印刷業者たちは、宗教改革が始 まった直後の1520
年代 か ら1540年代にかけて、多数のルター派文書 を出版 し、国内 ・国外
に向けて広 めていった。 これに対 し政府 は1529年、禁書印刷 を死罪 と定
めてルター派文書出版 を取締 り、40年代 には市内か らこうした動 きを一
掃することに成功 した。だが1560年代 に入 ると、今度 はカルヴァン派の
伸長 に伴 って、改革派文書や扇動文書の出版が活発化す る。 プランタン工
房で も1562年、プランタンの留守中に、職人たちがカルヴ ァン派パ ンフ
レッ ト 『簡易祈祷書』BrieLfVeinstructionpourprier25を印刷 し、工房が捜
査 を受 け、職人が逮捕 され るという事件が起 こった。市代官の判断によっ




,IV,no.566(1574年10月9日、 プ ラ ン タ ン か ら教 皇 グ レ ゴ リ ウ ス13世 宛 て).
25PlantinPress.,1452.
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ン ト文書の印刷 を疑 われるような出版活動に際 しては、印刷業者 は常に細
心の注意 を払わねばならなかった。
出版業者 としてのプランタンは宗教改革に対 して どのよ うな態度 を取っ
ていたのだろうか。彼 自身は生涯 を通 じて、自分がカ トリックだ と公言 し
ているが、1563年か ら67年の間、カル ヴァン派の出資者たち と工房を共
同経営 していた。 この工房 か らは、1564年1月の ウェルギリウスの作品
に始 ま り、1567年8月に 『小教理問答』が出るまでの間に209点が出版
されているが、多 くが販売 しやすい書籍であ り、古典、教会用書籍、「エ
ンプ レム」26などが 目立つ。工房は軌道 に乗っていたが、カルヴァン派 と
の共同経営にもかかわ らず、この5年 間 にこの工房 か らカルヴァン派の文
書が印刷され ることはなかった27。プランタンも出資者 も、あ くまでもビ
ジネス として印刷工房を経営 したようであ る。
ところでこの時期、出版業者 は事前に検閲を受けて出版許可を得ねばな
らなか ったが、た とえ規定の検閲手続 きを踏んでいても、出版 の差 し止め
が命 じられることもあった。1564年プランタンは、注釈付 き 『詩篇』の フ
ランス語訳PseaumesdeDavid,1564年28の検閲を司祭 と州議会 に依頼 し、
双方から許可を得て印刷した。 だが執政 は州議会の尚書 に対 し、カルヴァ
ン派たちが同書 を使用 しているという理 由か ら、出版差 し止めと焼却処分
を命 じた29。おそ らくこの出版 は、プランタンがカルヴァン派 に組 したか
らではな く、社会情勢に照 らして この書物が売れ ると判断 した ことによ




送 って印刷をさせ、利益をこの職人 と分割 しよ うとした。1566年末、プ
26題辞(モ ッ トー)、 挿 絵(イ メ ー ジ)、詩 文(エ ピ グ ラ ム)か ら な り、 道 徳 的 ・哲 学 的 概 念 を
視 覚 化 して 説 明 す る も の で 、1531年 に ア ウ グ ス ブ ル ク で 刊 行 さ れ て 以 後 、 西 ヨー ロ ッパ で
多 数 出 版 さ れ た 。
27この 時 期 の 出 版 物 に つ い て はPlantinPress,,VI,pp.2458-2463を参 照 。
28P'antinPress.,722.初版 は1562年 、 ク レ マ ン ・マ ロ と テ オ ドー ル ・ ド ・ベ ー ズ に よ っ て
ジ ュ ネ ー ヴ で 出 版 さ れ た 。 カ ル ヴ ァ ン 派 色 の 濃 い も の で は あ る が 、 カ ト リ ッ ク も使 用 して い
た(PlantinPress.,1,p.396)。
29Suppl.Corn,no.9(1564年11月30日、 執 政 マ ル ハ レ 一 夕 か ら フ ェ リ ペ2世).
30P～antinPress.,1,P.396.
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ラ ンタン工房 の印刷 人 で あった オーガ ス テイ ン ・フ ァン ・ハ ッセル トが31、
印刷所 を ヴ ィアネ ン に設 立 した。 ヴ ィア ネ ン領 主 ヘ ン ドリック ・フ ァン ・
ブ レー ドゥロー ドは反 乱軍 の指 導者 の ひ と りで あ ったが 、反乱 陣 営の主 張
を印刷 す るた めに ヴ ィア ネ ンに印刷 人 を集 めて お り32、1563年か ら67年
の間 に、 ローマ教 会 と政府 に敵 対 的 な内容 を もつ数 多 くのパ ンフ レ ッ トが
ヴィ アネ ンで印刷 された33。オ ーガ ス テイ ンが ヴ ィアネ ンで 印刷 した書 籍
は、プ ランタ ンの書 簡 に よって34、『低地 地 方の 出来 事 に関す る真実 と弁 明』
VrayenarrationetApotogiedeschosespa∬e'esauPays-basと35、『信仰 をめ
ぐ る1566年の ア ン トウェ ルペ ンで の諸 事件 』Recueildeschosesadvenues
enAnvers,touchanttefaitdelaReligion,enl'an∫56636とが知 られ るが、 こ
れ は、の ち にカル ヴ ァン派 体制 下 で アン トウ ェルペ ン市長 に な るマル ニ ク
ス ・フ ァ ン ・シ ン ト ・アル デ ホ ンデの著 作 で あっ た37。オ ーガ ス テイ ンの
ヴィアネ ン工房 設立 が発 覚 すれ ば、当然 プ ランタ ンに も反政 府 の嫌 疑が か
か る危 険性 が あっ た。
で は、 プラ ンタ ンは反 乱 軍 に組 す るよ うな こ う した出版 活動 へ の参加 を
意 図 して いた ので あ ろ うか。 前述 の プラ ンタ ンの書簡 に は、オー ガス テイ
ンの仕 事 か らの資金 回収 につ いて不安 が述 べ られ て い るこ とか ら、工房 開
設 に彼 が 関わ った こ とは疑 い な い。 後述 す る 「愛 の家族 」の 『愛 の家族年
31オー ガ ス テ ィ ン は 「愛 の 家 族 」(後 述)の ニ ク ラ エ ス の 書 記 と して 雇 わ れ 、 プ ラ ン タ ン工
房 で 印 刷 人 と して 訓 練 を 受 け て い た 。 カ ン ペ ン で ニ ク ラエ ス の 著 作 を 印 刷 を し た の ち 、1564
年4月 に は ア ン ト ウ ェ ル ペ ン へ 来 て プ ラ ン タ ン 工 房 で 働 い て い る。
32執政 マ ル ハ レ 一 夕 は ブ レ ー ド ゥ ロ ー ド に 親 書 を 送 り
、 印 刷 出 版 を 止 め さ せ よ う と し た





,1,no.74.「マ ル タ ン 氏 が 書 い た 写 しが 、 オ ー ガ ス テ イ ン へ 送 られ ま し た 。 しか しそ
れ 以 来 、 こ の 件 に つ い て も 、 ま た 、 オ ー ガ ス テ イ ン の 預 か りに な っ て い る こ と に つ い て も、
私 は 何 も 聞 い て い な い た め に 、 心 労 に 追 い 込 ま れ て い ま す 。 何 故 な ら ば 、 私 は 紙 ・革 ・イ ン
ク ・運 賃 や 前 払 い に500フ ロ リ ン 以 上 も 支 出 した の で す か ら 。 そ し て そ の う ち 、 私 はApoc.





37次の2点 の 印 刷 もオ ー ガ ス テ イ ン に 帰 せ ら れ て い る。RemonstranceetSupplicationdeceus
del'E81iserefomlgedetaviUedeValencenes(BelgicaTypo8raphica,v」,no.4132);L)e'claration
sommai「edefaictdecettsdelavi"eVa"encienne(BelgicaT)・pographica,v.1,no.825).両書 と も
牧 師 ギ ・ ド ・プ レ の 著 書 で 、 前 者 は カ ル ヴ ィ ニ ス トの ヴ ァ ラ ン シ エ ン ヌ 攻 防 の 模 様 を描 く。
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代記』に も、プランタンとオーガステインが相談 しヴィアネ ンに工房を建
てたが、反乱軍の敗北により事業が頓挫 した ことが記 されている38。
他方で、オーガステインか らプランタンに宛てた1567年3月の書簡 に
は、当初の両者の合意では、カ ンペ ンに工房 を設立するはずであったが、
オーガステイ ンが予定を変更 してヴィアネンに赴いた とされている39。立
腹 した プランタンに対 し、オーガステインは、プランタンの出資分の返済
を約束 し、怒 りを収めて くれるよ う懇願 している。おそらく、プランタン
は、1564年にアン トウェルペンで 『詩篇』印刷を断念 させ られた経験か
ら、聖書に関する需要が高 まっている情勢を利用 し、どこか他 の都市で こ
の種の書籍の出版 を目論んだのであ り、あえてヴィアネンという反乱軍の
土地 に工房を立て るつ もりはなか った と思われる40。オーガステインの言
う通 りカ ンペ ン といった他都市 において、事業拡大の機会 を増や したい
と考 えていた と捉えるべきであろう。結局、オーガステイ ンが政府による
ヴィアネ ン掃討を逃れたため、 この件が表沙汰 になることはなかった。
1566年の政府側の譲歩によってプロテスタン トが勢い付 き、アン トウェ
ルペンで も聖像破壊が行なわれ緊迫 した状況にな ると、政府は1567年以
降、一転 して弾圧政策を取 り始 める。 プランタンの出資者たちは取締 りを
逃れて亡命 し、工房 の共同経営は解散 された。 ここで興味深 いのは、残 さ
れたプランタンが、ローマカ トリック教会か ら非常 に大 きな仕事 を受 ける
ことに成功 したことである。 カ トリック教会は トレン ト公会議において、
礼拝 に使用する教会用書籍を改訂す るこ とに決定 し、1568年7月9日、教
皇 ピウス5世 は、改訂 した聖務 日課書の印刷独 占権 をローマの印刷業者マ
38愛の家 族年 代 記 に よれ ば、 「ク リス トフ ェル は オー ガ ス テイ ンに 印刷 工房 を任 せ 、 それ
を ホ ラ ン トの ヴ ィ アネ ン に建て 、 そ こで領 主 ブ レー ドゥロ ー ドの庇 護 の下 で(彼 は著 名 かつ
傑 出 した人 々 の一 人 であ り、カ トリッ ク教 会 に対 抗 す る準 備 を して い た)、同 じ恩 典 を受 け
な が ら、彼 の 党 派 の本 と、 多 くの ラテ ン語 と ドイ ツ語文 書 を 印刷 す る」 ことを企 画 してい た
と記 さ れて い る(Suppl.Corn,246)。
39Corn,1,no.26.「旅 の 途 中で 、 そ こ[ヴ ィア ネ ン]が 、 よ り近 い とい う忠 告 が私 を思 い留
ま らせ ま した 。私 が 印 刷 す る書 籍 の 買 い上 げ が約 束 され たの で す。」;「あ なた は 、私 が ヴ ィ
アネ ン に落 ちつ い た事 を大 変激 し く怒 って い ます。 そ して、私 が不 誠 実 に あな た を扱 った と
言 っ て い ます 、私 はカ ン ペ ンに行 くつ も りだ と言 っ て い ま した か ら。」
40プラン タ ンの関 与 を主張 す る もの と してBouchery,AanteekeningenbetreffendeChristof-
felPlantin'shoudingoPgodsdienstigenpolitiekgebied,DeGuldenPasser,18(1940),P.ll3;
Voet.op.cit,p.53、彼 の関 与 を否定 し、カンペ ンでの 出版 に関 す る仮 説 を示 したValkemaBlouw,
op.cit.,pp.91-96を参 照 。
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ヌティウスに、1570年7月14日には ミサ典書の改訂版の印刷独 占権 を同
じ くローマの印刷業者 ファレッティに付与 した41。プランタンは、工房の
顧客であったグランヴェル枢機卿の助力を得て、1567年11月19日には、
マヌティウス との同意によって、低地地方での聖務 日課書の印刷独 占権 を
手に入れた42。この 日付が、教皇によってマヌテ ィウスに独 占販売権 を認
可するよ りも半年以上 も早い ことが注目され る。つ まり、この独 占権の取
得 に際 しては、教皇の認可以前に、印刷業者の人選 についての根 回 しが行
なわれた とみ られ る。 このような場合、自分 を推 して くれる有力な庇護者
を もつこ とは、印刷業者の仕事の受注を左右する非常に重要 な要素であっ
た。 この独占権取得を皮切 りに、ミサ奥書、時蘭書等の改訂版の特許 もプ
ランタンが取得 した。 また、フェリペ2世 が スペイ ン用の教会書籍 の出
版許可を教皇か ら得 る と、1571年2月1日、前述のモンタヌスの助力に
よって、プランタンが、スペイン と海外領土の聖務 日課書 とミサ奥書の独
占権を得 ることとなった。1571年から1576年の間に、プランタンはスペ
イン王 に対 し、これ らの教会用書籍 を総額100,000フロ リン分供給 してい
る43。カルヴァン派 との共 同経営の事実、ヴィアネン工房の件な ど、プラ
ンタンには1567年に政府の弾圧 を怖 れねばならない理由があったが、彼
はまさにこの時点で、カ トリックのための大 きな仕事を受注することで工
房 を更 に発展 させ たので ある。
1566年までの プランタンは、カルヴァン派の聖書への関心の高 さを計算
して、需要の見込 める聖書の出版 を企画 して いたようにみえるμ。 これは
プランタンがカルヴァン派に組 していたか らではな く、あ くまで書籍の販
売が目的であった。実際、1567年に政府が アントウェルペンの騒擾を収拾
す ると、プランタンは、「陛下の御意志 と公共の安寧に反 して、敢 えて新奇
41Voet,GoldenCompa∬es,v.1,p.65.




ピエ ー ル ・ド ・ラヴ ィ リア ンな る人 物 に よ る聖 書 解釈 書 で あ り、 プ ラン タンが 出版 した もの
だ が、執政 マル ハ レー タは1563年6月26日 の 書簡 で 、この検 閲 済の 著作 印刷 に関 して プ ラ
ンタ ン に弁 明 を求め た。 ラヴ ィ リア ンが偽 名 で あ り、お そ ら く後 にカ ル ヴ ァン派牧 師 に な っ
た ジ ャ ン ・タ ッフ ェ ンで は ない か と推 測 され た こ とが、政 府 の疑 惑 を招 い た と思 われ る。 だ
が タ ッフェ ン は、亡命 前 は グ ラ ンヴ ェル枢 機卿 の 図書 係 だ った こ とか ら、政 府 は 問題 の表 面
化 を避 けた と推 測 され 、 それ 以 上の 追 求 は なか った よ うで あ る。
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な事を導入 しようと考 える厚か ましい人々の集団か ら、この高貴なる都市
が大 いに浄化 され ましたことを見て、私は嬉 しく思 います」45と、王の秘
書官セイヤスに述べている。そ してプランタンは、スペイ ン王の仕事を受
注 した ことを通 じて、1569年以降、『禁書 目録』46の印刷 も委託 された。 ま
た翌1570年には、低地地方の印刷業者の技能 を判定する 「印刷職検定官」
に任命 きれ、6月10日 にスペイン国王公認の印刷業者Architypographus
Regiusに指名 された。このよ うに、 プランタンはカ トリック側の仕事を、
言わば一手 に引 き受 けるような機会 に恵 まれた。安定 した状態で改革運
動に関わ りな く多 くの仕事 を得 ることが、プランタンの最 も望んだ状況で
あった と言 えよう。
しか し、このようにカル ヴァン派の聖書 に対 する需要を利用 しようと試
みた以外は、 プランタンが基本的にはカ トリック側の書物 しか印刷 しな
か ったか と言えば、そうい うわ けではなかった。 プランタンの出版活動 に
ついて興味深い点は、神秘主義セク トの著作を匿名で印刷 し続けた点であ
る。彼 は、工房 を開いた翌年1556年か ら1562年の間にかけて、神秘主義
セク ト 「愛 の家族」の指導者ヘン ドリック ・ニクラエス47の著作 『正義の
鏡』Denspigetdergerechticheit[1556年]48をはじめ、数点 を匿名で出版 し
た49。ニクラエスの態度をめ ぐって1573年頃セク トが分裂 した後 は、 ブ
ラシタンは、「愛 の家族」の後継者であるヘン ドリック ・バ レフェル トと
45CornI.,no.28(1567年4月16日 、 ス ペ イ ン王 秘 書 官 セ イ ヤ ス 宛 て).
46PlantinPress.,1440-1446,これ に は 、1440番 のLibrorumprohibitort`mindex,1569に始 ま
り、 ト リエ ン ト公 会 議 の 決 定 に 基 づ き 、 ア ル バ 公 の 命 で 編 纂 さ れ た 禁 書 目録 の1444番 、 ま
た 本 全 体 で は な く著 作 の 一 部 を 禁 じ 、 削 除 す べ き箇 所 を 記 した 『削 除 目 録 』 で あ る1446番
lndexexpurgatoriustibrorum,1571などが 含 ま れ る。




48PlantinPress.,1731;173211562年].『愛 の 家 族 年 代 記 』 に は 、 「こ の 時 期 に プ ラ ン タ ン
は 、 ニ ク ラ エ ス が 彼 に 支 払 っ た お 金 で 、 『正 義 の 鏡 』 と小 作 品 を ア ン トウ ェ ル ペ ンで 印 刷 し よ
う と し て い た(Suppl.Corn,no.246)」と 記 さ れ て い る 。 ま た 別 の 史 料 と し て 、 カ ル ヴ ァ ン派
牧 師A.サ ラ ヴ ィ ア が 、 自分 と リ プ シ ウ ス と プ ラ ン タ ンの 会 話 に つ い て 言 及 した 、 カ ン タ ベ
リ ー 大 司 教 宛 て 書 簡 で も 、 「プ ラ ン タ ン が ニ ク ラ エ ス の 『正 義 の 鏡 』 と同 著 者 の 小 作 品 を数




交友を持ち、1581年にバ レフェル トの著作 『野の宝の証言の書』50、1583
年 には 『手紙の書』51を印刷 した。ニ クラエスもバ レフェル トも、 もとは
再洗礼派 と深い関係をもってお り、アントウェルペ ンで も再洗礼派が厳 し
く弾圧 された ことを考 えあわせ れば、プランタンはこれ らの著作を当然、
匿名で印刷せ ざるを得なかった。 プランタンの信仰的立場や神秘主義への
傾倒 について本稿では詳細に立ち入 ることはで きないが52、彼 ら神秘主義
思想家 と生涯にわたって親交を持 ち続けた ことを指摘 してお きたい。
80年代 に入 ると、 プランタンは神秘主義者の著作 印刷に更 に慎重 さを
見せ るようにな り、バ レフェル トの著作の出版 は、当初はプランタンの望
む ところではなかった。 プランタンは、バ レフェル トに対 し、「私は、 そ
こに含 まれた教義が、私が 目にし得た、個人の名で印刷 されたもの全て と
比べて も、非常 に抜 きん出ていると思 ったにもかかわ らず.._前述の本の
印刷 につ きま しては、政治的規 則に従 って、印刷することは出来 ません」
53と拒否 して いる。 「_神の国の平和 と平穏 は、ある主張や書物 によって
得 られた考 えに基づ く議論や反駁か らは生 じないのです」54と述べ、バ レ
フェル トとの交流 と出版活動 との間に一線 を引いている。 これに対 してバ
レフェル トはプランタンへの返信の中で、人々の信仰心の低下を憂い、『野
の宝の証言の書』 と 『手紙の書』の印刷の必要を説いた55。結局、プラン
タンは、この著作を出版 したが、これは個人的にバ レフェル トの懇願を受
け入れた もの と言 えるだ ろう。
バ レフェル トの著作が出版 された1581年、プランタンは、1555年の工
房開設時 に作った工房規則を改訂 した56。罰金額 が最 も高い禁止事項 は、
工房 内で宗教 に関する話 をした場合であり、宗教に関する会話は厳 しく禁







52前掲 拙 稿 、 特 に140頁 ～143頁 参 照 。
53Corn
,VI,no.834(1579年8月、 バ レ フ ェ ル ト宛 て と推 定).
541bid.
55Corn




らなかった。 このことは、プランタンが、宗教が絡む事態に早 くか ら細心
の注意 を払 っていたことを示唆 していよう。 この時プランタンは、この罰
金額 を6ス タイ ファーから1フ ラマン ・ポン ドに引き上げ57、工房の全員
に対 し、 この規則に同意す るよう署名を求めたが58、この背景 には、バ レ
フェル トの著作の印刷が懸念事項 として存在 していた という推測 も可能で
あろう。
プランタンは、自己を敬慶 な者 と自負 していたが59、現実世界の信仰上
の争 いに対 しては、関与することはなかった。前述のバ レフェル ト宛ての
書簡で も、プランタンが、宗教 をめぐる議論が平和を乱すことを無意味 と
見な し、自己の信仰 を絶対的な もの と主張 して他者を議論 によって屈服 さ
せ ようとす る風潮 を否定 していることが窺われる。 プランタンの印刷をめ
ぐる外的状況への対応 は、 こうした個人的な信仰 をめ ぐる態度 とは別個の




は、ヘ ン トの和平(1576年)において、団結 してスペイ ンに抵抗する事を
協約 した。カル ヴァン派が ひとつの勢力に成長 した状況下で、カルヴァン
の著作、カルヴァン派の説教、政治 ・宗教的状況についてのパ ンフレット
が多数出版された。低地地方の反乱は、プランタンとフェ リペ2世 の間の
受注関係 にも影響 を及 した。1573年から1576年には、『多言語対訳聖書』
の印刷が最終段階に入 り、改訂版教会用書籍 もスペインに向けて送 られて
いた。だが戦時下の工房は、略奪 による被害にあい、スペイン王の支払い
停止 による負債を抱 え込んだ。 その危機 を打開す るために、1578年にプ
ランタンが とった手段は、新執政オース トリア大公 マティアス60、アン ト
571フ ラマ ン ・ポ ン ド は6フ ロ リ ンで 、ほ ぼ2週 間 分 の 職 人 の 賃 金 に相 当 す る(Voet,Golden
Compa∬es.,v.1,p.101)。
581bid.
59VanCrombruggen,op.c".,p.114の書 簡 参 照 。
ooCorn
,VI,no.816(1578年末 日 、 マ テ ィ ア ス 大 公 宛 て).こ(1)時、 ヒ エ ロ ニ ム ス の 著 作 が
大 公 に 献 呈 さ れ た(PlantinPress.,1334:Epistolaeetlibricontrahaereticos,[ed.Marianus
62
ウェルペ ン市参事会61、全国議会62といった上位権力に対 して庇護 を求め、
仕事の用命 を請願す ることであった。 プランタンは、1578年以降 「全国
議会の印刷人」となったが、その後 も 「王の印刷人」の銘をも使用 してい
た。つま りこの時期 プランタンは2つ の政治権力の印刷人であったわけで
ある。
だがプランタンを公認印刷人 と認定 した全 国議会や都市参事会 との関係
は、スペイン側を攻撃する文書 の印刷をプランタンに求めることとなった。
プランタンはこのような文書 の印刷過程で、極めて攻撃的な文書には自分
の名 を載せ ることを避 け、工房 の校正係であ り義理の息子のカルヴァン
派ラフレンジウスの名で出版 している。 この種の出版物 としてラス ・カサ





でなければな らない、 と訴 えている仙。スペイン王の仕事か ら資金 を回収
できていない状況下で、スペイン ・カ トリック との関係 を悪化 させ るわけ
にはいかなかった。






61Corn,VI,no.814(1578年[10月1).プラン タ ンが 都市 の布 告 を全 て 印刷 す るか わ りに、市
参 事会 は年 金300fl.を出 す。 この場 合、 プ ラ ン タン は自分 が 印刷 した全 書籍 の一部 と、 自分
が 入 手 した 全書 籍 の 一部 を、市 参 事会 に納 め る こ と とな っ た。
62Corn,V,no.793(1578年5月17日、全 国議 会 か らプ ラ ンタ ンへ).全国議 会 の布 告 の印 刷
独 占権 を得 るか わ りに、「何 か が公 刊 され る度 ご とに 、プ ラン タン氏 は、 それ を議 会 に300部
無料 で渡」 し、「それ以 上 は、一 枚 当た り1リ アー ル[1ス タイ フ ァー 」で支 払われ る」 とい う条
件 で あ る(Slenk,H.J.,ChristopherPlantinandTheStatesGeneral,DeGutdenPasser,43(1965),
pp.248-264.
63PlantinPress.,926.同書 の出版 許 可 に は 「上位 者 の命 令 に よ り」 とあ る。初 版 は1552年
にセ ビ リアで 出版 され た 『イ ン デ ィアス の破 壊 につ いて の 簡素 な報 告』。
64Corn,V,no.801(1578年7月、 モ ン タ ヌス宛 て).「その 間 、 自分 の 婿達 は私 の名 にお い
て、 生 活 の方 法 を得 るた め に、船 の舵 を取 って い る人 々 か ら命 じ られ た もの を可 能 な限 り、
印刷 す るこ とを強 い られ ま した」 と弁解 して い る。
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願 している65。「公 の印刷人」になったプランタンに とって、書籍 を誰に
献呈す るかについて も配慮が必要であった。1579年出版のオルテ リウス
の 『世界の舞台』は、フェ リペ2世 に献呈 されてお り、翌1580年の ドイ
ツ語版 も同様であった66。だが、 フェリペ王が廃位を宣言された1581年
の仏版 では、この フェリペへの献呈の辞 は削除 され、代わ りにキケロか ら
引用文が挿入 された67。この例か らも、印刷業者 としてのプランタンの社
会情勢への適応 を見て取れ よう。
低地地方の政 治 ・宗教的混乱 を背景に多数の者が亡命を図 る中、プラン
タンにアン トウェルペンを離れ る機会がなかったわけで はない。1577年
にフランス王 アンリ3世 はプランタンをパ リに招 き、 「王の印刷人」にな
るよう勧 め68、1581年にはサヴォワ公が 自分の公認印刷人になるように と
申 し出た69。だが結局 プランタンはアン トウェルペンを離れなかった。他
国へ移った場合、スペイン王の事業か らの資金回収が不可能 となるこ とが
懸念 としてあったであろう。
政治権力が このよ うに変転する中にあって、プランタンの出版物 にはス
ペイン体制下では見 られなかった要素が生 じた。 プランタン工房の中心的
な出版分野である人文主義的作品や、古典、聖書や実用書な どに関 しては、
一貫 して出版 されている。大 きな変化が見 られるのは、パ ンフレッ トの出
版量が大幅に増大 した点である。確かにプランタンはスペイ ン政府体制下
で も、パ ンフレッ トを刷っているが数点に限 られてお り70、改訂版教会用
書籍 を大量に印刷 していた1574～76年にかけての間には、パ ンフレッ ト
は全 く刷 られなかった。だが、1580年には一転 して89点 ものパ ンフレッ
トが印刷 され、81年87点、82年100点、83年64点、84年には94点 と、




67PlantinPress.,1819.1588年の ス ペ イ ン 語 版 に な る と、 フ ェ リ ペ 王 へ の 献 呈 辞 が 再 び 載
せ ら れ て い る。
68Corn
,V,no.775(1577年9月6日 、 モ ン タ ヌ ス へ),
69Corn
,VII,no.968(1581年12月19日、 シ ャ ル ル ・パ ス カ ル よ り プ ラ ン タ ン へ).
70スペ イ ン体 制 下 に お い て 印刷 さ れ た パ ン フ レ ッ トは 時 事 的 な 内 容 を も つ
。PlantinPress.,
1848は、1566～67年 の カ ル ヴ ァ ン 派 と執 政 マ ル ハ レ 一 夕 の 交 渉 に 関 す る書 簡 で あ り、Plantin
Press.,1868は、1572年 に フ ラ ン ス で 起 こ っ た サ ン ・バ ル テ ル ミ ー の 虐 殺 に 対 す る 弁 明 の パ
ン フ レ ッ トで 、 ど ち らの パ ン フ レ ッ ト も政 府 の 命 令 で 出 版 され た 。
64
トは、 ほぼ 全 てが全 国 議会 の 委託 に よる もので あ った71。
パ ン フ レ ッ トの 内容 を見 て み よ う。 時事 的 な内 容 を もつ もの 、例 えば
1577年印刷 の 「永 久令 」や72、1579年皇 帝臨 席 の もとケル ンで 開か れ た、
フェ リペ王 と全 国議会 の和平 会議 に関す る報 告73を始 め とす る、一連 の時
事 的 な内容 を もつ パ ン フ レ ッ トに は、 プ ラン タ ンの名 が 記載 されて い る
場 合 が 多 く、1582年印刷 の オ ラニエ公 暗殺 に関 す る時 事パ ン フ レ ッ トに
も74、プ ラン タン工 房 の名 が記 され て い る。 だが他 方 で、1580年に印刷 さ
れた、 プ ラン タ ンのパ トロ ンで あ る グラ ンヴ ェル枢 機 卿 に対 す る非 難文 書
『グ ラン ヴィル枢機 卿 とフ ォ ンクの長 官 の没収 書 簡』AfgheworpeneBrieven
vandenCardinaelvanGranvelleendevandenpresidentFonckと、 そ の仏訳
Diversestettresintercepte'sducardinalde(}ranvelle.._158075には、プ ラン
タ ンは 自分 の名 を載 せ ず、工房 の職 人 の名 を借 りて載 せ て お り、 こ うした
態 度 はオ ラニエ公側 に よ るパ ンフ レッ トに も同様 に見 られ た76。つ ま りプ
ランタ ンはパ ンフ レッ トの 内容 に よって 、自分 の名 を明示 す るか否 か を判
断 したの で あった。 とは い え、反 乱側 の主 張 を表 した パ ンフ レッ トで あ っ
て も、 自分 の名 を出 さ ざ るを得 な い場合 もあっ た よ うで あ る。1581年ア
ンジ ュー公 が、 フェ リペ2世 に代 わ って君 主 に就 くこ とを表 明 したパ ンフ
レッ トな どが この種 の もの であ った が77、こ うした場合 プ ラン タ ンは、 こ
れ が上 位権 力か らの命令 で あ るこ とを理 由 に してい る78。
この よ うに プ ラ ンタ ン は反 乱 体 制 へ も うま く対応 して いた が、 この 時
期 ス ペ イ ン側 に属 す る人 物 の著 作 出版 が 皆 無 に な る とい う こ とはな か っ
た。 反 乱体 制下 で あ って も 『多 言語 対訳 聖書 』の監 修者 モ ンタヌ スの著 作
は、1581年に1点 、1583年に3点 が プラ ンタ ンの名 にお いて 出版 され て
い る79。モ ンタ ヌス は フェ リペ2世 の聴 聞 司祭 で あ りカ トリック界 の要人








781bid.;Cf.,Corn,VI,933(1581年6月17日、 ブ ラ ー バ ン ト州 議 会 か ら プ ラ ン タ ン へ).
79PlantinPress.,577-590.モン タ ヌ ス は こ の 聖 書 の 注 解 書Humanaesa'utismonltmenta,
[1571,1581年]の出 版 が 原 因 で 、 ス ペ イ ンで 異 端 審 問 に 召 喚 さ れ た 。
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で あ るが 、1572年に 『多言 語 対訳 聖書 』 が完 成 して か らもプ ラ ンタ ン と
書 簡 を交換 して お り、プ ラン タ ンに とってモ ン タヌス は、 まず人文 主義 者
で あ ったか らで あ ろ う。
さて、フェ リペ2世 の代 わ りに君 主 と して迎 え られ たア ンジ ュー公 だが 、
低 地地 方 の既 成 勢 力 に対 して1583年1月 ア ン トウェル ペ ンで クー デ ター
を起 こ して失 敗 し、 同地 か ら撤 退 した80。不安 定 な政 治情 勢 が続 く中、 プ
ラ ンタ ンは、 ア ン トウェルペ ンの 工房 を義 理 の息子 た ち に任 せ 、カル ヴ ァ
ン派都 市 レイ デ ンに行 き、 レイ デ ン大 学 の ため の印 刷 をす る こ とに した。
プ ラ ンタ ンは、移 住 の動機 を、 この時 に レイ デ ン大 学教 授 に な って いた リ
プシ ウス に よる誘 い と、自分 の健康 上 の理 由 として い る。 だ が、スペ イ ン ・
カ トリッ クの 庇護 著 た ちは、 この レイデ ン移 住 に驚 き、彼 の真 意 を質 して
きた。 プ ランタ ンは、自分 は 「ロー マ ・カ トリックで あ り続 け、異端 の地 レ
イデ ン にあ って も中 立 的な著 作 を印刷 す る」 と約 束 した81。しか しここで
出版 され た 『ポル トガル王 ア ン トニオ1世 殿 下 が、カ ス テ ィー リア王 フ ェ
リペ に対 して 王位 を奪 回す るた め に行 な った戦 争 に関 す る、真正 か つ正 当
な権 利 の弁 明 』ExplanatioveriaclegitimijurisquoserenissimusLusitaniae
rexAntoniusejusnominisprimusnitituradbellumPhilippire8iCastellae,pro
regnirecUperationeinferendum(Leiden,1585)82は、 ポル トガ ル 王子 の庶 子
で あ り、一時 期 ポ ル トガ ル王位 にあ った ドン ・ア ン トニ オが 、 フェ リペ に
対 して 行 な った王位 要 求 を正 当化 した もので あ り、 その 印刷 はスペ イ ン側
か ら見 れ ば明 らか に 反逆 に 当 た っ た。 プ ラ ン タ ンは この件 に関 す る弁 明
で 、ホ ラン ト州議 会 に強 要 され た と訴 えた83。この よ うに プ ラ ンタ ンの 申
し開 きの常 套 手段 は 「強 い られ た」 と主張 す るこ とであ った。 実 際、 プ ラ
こう




82PlantinPress.,64.仏訳 はIbid.,65,英訳 は66、全 て に プ ラ ン タ ン の 名 前 が 明 記 さ れ 、 出 版
許 可 の 箇 所 に 「上 位 者 の 命 に よ る 」 とあ り、 あ くま で 命 令 に よ る 出版 で あ る こ とを 強 調 し て
い る。
83Corn,VII,no.1056(1585年12月21日、 セ イ ヤ ス 宛 て).他 方 で 、 ドン ・ア ン トニ オ が 、
「ス ペ イ ン 王 を 敵 と見 な し、王 の 臣 下 と取 引 す る商 人 に も攻 撃 を 加 え る」 と宣 言 した 声 明 書 を 、
1582年 と1583年 に 匿 名 で 印 刷 して い た(P～antinPress.,59[1582年],60[1582年],61[1582
年 】,62[1583年】,63[1583年])。こ れ ら は 全 て 匿 名 出 版 だ っ た 。
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ンタンのように、公権力か ら仕事を独占的に受注す る方法によって工房 を
経営 する場合、支配体制が二転三転する体制下では、このような弁明 をす
るほかないであろ う。
だが1585年にスペイ ン軍がアン トウェルペ ンを陥落 させた との報を聞
くと、プランタンは直ちに同都市へ戻った。 アン トウェルペンが再 びスペ
イン支配に戻ったことは、プランタンに とって喜ば しい出来事 であった。
彼がアン トウェルペ ンに戻 る と、新執政パルマ公は彼を呼び、スペイ ン王
が プランタンに負 ってい る金額につ いての詳細 な報告書の提出を求 める
など、好意的に迎 えた。 プランタンの友人で、アン トウェルペン大聖堂の
教会参事会員W.フ ァン ・デル ・ステーヘンは、低地地方の異端審問官代
表でもあったが、1585年10月にプランタンのカ トリック信仰の証明書 を
発行 している84。プランタンはアン トウェルペ ンに戻 って再び 「王の印刷
人」 となった。1586年10月には、カ トリック体制下で刷新された市参事
会 も、1579年の反乱勢力下での市参事会 と同 じ条件で、プランタンを 「都
市の印刷人」 として認 めた。往年 の工房の活況は望むべ くもなかったが、
プランタンはアン トウェルペンで活動 を続けてい くこととなる。
まとめにかえて
アン トウェルペンのプランタン工房を素材 として、印刷業者の活動 をス
ペイン支配期 と反乱期 に分 けて考察 してきた。 ここで注 目されることは、
宗教 的政治的な状況が変動す る中であって も、出版物 の基層が大 き く変
化 していない ことであ る。 そこには自分 の信仰 と出版活動 に一線 を画 し
て、事業 としての出版を展開 しようとする出版業者の姿を見出す ことがで
きる。 もち ろん、政治状況に対 しては、為政者が入れ替わる状況に合わせ
て、印刷物の内容に変化 がみ られたことも事実である。上位権力か ら公 的
に仕事を受注す る契約を結んだことか ら、自分達の敵 を攻撃する文書の印
刷を、時には公然 と、時には暗 に求められたか らであ るが、そこにも巧み




そ して、プランタンの個人的な人間関係 に基づ く出版 の場合 は、こうし
た宗教 ・政治情勢 とは別に行なわれていた。神秘主義セ ク トの著作 印刷 な
どを始 め とする、社会情勢に照 らして、自分の立場を危険 にさらす可能性
がある場合 には、当然、匿名の出版 という手段を とったのである。
宗教改革期の印刷業者は、禁書印刷については死罪を宣告 され る危険 と
常 に隣 り合 わせであった。カ トリックとプロテスタン トの どち らが政治の
主導権 を握 るかによって、印刷業者たちは翻弄 され、政治状況が流動的な
16世紀 の低地地方において工房 を維持存続 させ ることには困難 を伴 った。
自分の信仰に基づいて亡命 する印刷業者が出 る中で、プランタンは、スペ
イン ・カ トリックとの関係を良好 に保つ一方、低地地方の反乱体制 に順応
した。そ して、カ トリック勢力に対 して申 し開きの出来 る範囲で、反乱体
制 からも利潤を引き出そうと努めたのであ る。
プランタンは印刷業者 としての実利的な態度 によって工房 を支えていた
のであ り、彼のこうした処世術は、宗教改革期 における出版業者 の、ひ と
つの型を表 していると言え よう。
プ ラ ン タ ン出 版 分 類 表(1555・89)85出版点数合計:2063点
1宗 教 書699点
L聖 書102点 ※聖書の抄録(特に詩篇や福音書の抄録)は、典礼書(L3)も参照
A.聖書(旧約 ・新約):17点(多言語聖書3・ 羅12・蘭1・ 仏1)
B.旧約聖書:7点(ヘ ブライ6・躍 り
C.旧約聖書(モーセ五書):1点(ヘブライ1)
D.旧約聖書(詩篇):17点(ヘブライ4・ 希4・ 羅7・ 仏1・ 羅1)
E.旧約聖書(箴言):6点(ヘブライ3・ 羅3)
F旧 約聖書(伝道の書)2点(ヘ ブライ1・ 仏1)
G.旧約聖書(預言の書)1点(ヘ ブライ1)
H.旧約聖書(聖書外典)9点(希3・ 蘭5・ 仏1)
1。新約聖書:14点(多 言語聖書1・ シリア2・希2・ 羅4・ 蘭3・ 仏2)
J、用語索引:3点
K.聖書テキス ト(注釈 ・意訳):25点


















IV.地理 学(宇 宙形状論、旅行書 を含む)56点
[V.歴史書]174点(時 二 ・一ス、パ ンフレ・ トも含む)
1.史書:34点
2.時事(パ ン フ レ ッ トも含 む):140点
lVI.学校鴨 剰(・ リキ・ラム)5点
lVII.文法 ・繕1(会 謙 習帳や綴 り方を含む)・142点
lVIII.人文科糟1・118点
IX.人文書391点
1.古典著者(キ リス ト教 に関する著書 は除 く):240点
2.古典著者に関する注釈 、古代研究:117点
3.新ラテ ン文学:34点
区 亘]灘 ・仏語などによるもの)26点
区 唾]16点
lXII.エンプレム本137点
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lXII暗楽本1(聖歌等)12点
lXIVプランタン工房113点
L書 籍カタログ:7点
2、規定:5点
3.活字見本:1点
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